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受章した土江稲次郎さん（右から２人目）

　今回、旭日双光章を受章された土江稲次郎さん（８８歳、

上野）は、昭和４７年の養父町議会議員選挙で初当選され

て以来、平成８年まで６期２４年にわたり在職。その間、

議長や監査委員など要職を歴任され、議会議員として町

政の発展に寄与されました。

　土江さんは「多くの皆さんのおかげです。本当に感謝

しています」と受章を喜ばれています。在職中は、特に

農林業や畜産業の振興に力を注いだほか、中学校の統合

や簡易水道施設の広域化、企業誘致などにも取り組まれ

ました。　

土江稲次郎さんが「旭日双光章」を受章
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平成１５年の農村歌舞伎「葛畑座」復活公演


